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穴生学舎 

新聞編集委員

会 

★シニアサマーカレッジ 

 おもしろ社会学～好奇心は元

気のみなもと～をテーマに、よ 

り良い生活を送るための役立つ 

情報を、大学の教授陣がわかり 

やすく講義するシニアサマーカ

レッジが開催中。 

研修会場：九州共立大学 自由 

ヶ丘会館 ３階研修室 

研修期間：7 月 17～9 月 25 日 

毎週金曜日 10：00～15：00 

計 10 回 

 

★大学祭＆ドームフェスタ 

 同好会、クラブ、ボランティ

アの会員の協力と参加をえて、   

大学祭＆ドームフェスタを同時 

開催します。 

 学舎では、16 の研修コースが 

一堂に会して、半年間の学習活

動を紹介し、その成果を発表し

ます。 

 ドームでは、小さなお子さん

から年長者まで参加でき、楽し

めるバザーや遊びのコーナーな

どが同時開催されます。 

開催日時：10 月 24～25 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★わっしょい百万夏まつり 

 市民の心を一つにする夏ま

つりが 8 月 1～2 日、勝山公園

や小文字通りなどで開催され

ます。 

○わっしょい YOSAKOI 北九

州 

1 日 11～19 時 勝山公園大芝

生広場(市役所南側)など４会

場。 

○オープニングパレード 

1 日 17～18 時 小文字通り。 

○夏まつり大集合 

1 日 19～21 時 小文字通り。 

○百万踊り 

2 日 17 時 30 分～20 時 30 分 

小文字通り。 

○花火 

２日 20 時 30 分～21 時 

約 3,000 発。新勝山公園(小倉北

区城内)。荒天中止 

★海峡花火大会 

8 月 13 日 19 時 40 分～20 時

40 分。約 1 万 3,000 発の花火

が西海岸埋立地(門司区)など関

門の空に咲き乱れます。荒天中

止 

 

 

 

★修学旅行 

 11 月 24～12 月 3 日に 16 の

研修コースが四つの班に分か

れ、1 泊 2 日の旅行を楽しみま

す。 

 実行委員会で具体案につい

て検討が進められています。 

★休館日と地域清掃日 

 学舎とドームは館内整備や

点検のため休館します。 

休館日 

 学 舎：8 月 11～14 日 

 ドーム：8 月 19～21 日 

地域清掃日 

 9 月 29 日～10 月 19 日 

 9 月 29 日火曜日コース 

 

 

 

★「ワード初級」講座 

市内在住 55 歳以上の 24人を

対象にした「ワード初級」講座

が開講中。 

研修期間：7 月 22～9 月 30 日 

毎週水曜日 10：00～12：00 

★つばさ定期演奏会 

 穴生学舎混声合唱団つばさの 

第 12 回定期演奏会が開催され

ます。今回は、新日鐡八幡合唱

団との共演で、3 部構成で演奏

されます。 

日 時：8 月 9 日 

  13：45 会場 14：30 開演 

場 所：北九州市立響ホール 

料 金：入場料は無料 

ただし、入場整理券が必要 

夏まつり 
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私
達
の
コ
ー
ス
は
、
６
月
15, 

16
日
宿
泊
研
修
に
全
員
参
加
し

ま
し
た
。
研
修
テ
ー
マ
は
「
施
設

見
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
で

し
た
。
見
学
は
北
九
州
市
立
大
学

を
訪
問
し
ま
し
た
。 

        

今
、
こ
の
大
学
は
地
域
に
一
般

開
放
し
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
現

在
大
学
を
含
め
て
五
団
体
が
協

働
し
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
多

世
代
交
流
、
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
達
は
学
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
環
と
し
て
花
壇
の
手
入

れ
等
を
行
い
、
又
現
在
活
躍
中
の

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
と
学
生
を

混
じ
え
て
の
交
流
会
も
行
い
ま 

        

し
た
。
質
疑
応
答
等
の
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ

の
体
験
を
生
か
し
て
コ
ー
ス

全
員
地
域
発
展
の
た
め
微
力

な
が
ら
全
力
を
傾
注
致
し
ま

す
。 
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ツ
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６
月
20
日
三
大
行
事
の
一

つ
、
第
16
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
好
天
に
恵
ま
れ
、

初
夏
の
日
差
し
の
中
開
か
れ

ま
し
た
。 

 

16
コ
ー
ス
の
研
修
生
や
同

好
会
、
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
員
が
紅
白
に
分
か
れ

て
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。
競

技
で
は
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ

ー
が
続
出
し
、
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
勝
敗

は
、
赤
組
、
白
組
同
点
で
、
大

会
初
め
て
引
分
け
と
な
り
ま

し
た
。 

         

楽
し
く
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が 

で
き
た
一
日
で
し
た
。 
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龍 

久
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社
会
人
に
な
っ
て
民
間
の
合

唱
団
に
入
り
ま
し
た
。
楽
譜
が 

読
め
な
い
の
で
歌
を
覚
え
る
ま

で
は
隣
の
人
に
付
い
て
歌
っ
て

い
ま
し
た
。
歌
っ
て
い
る
と
４

つ
の
音
が
響
き
合
い
耳
に
心
地

よ
か
っ
た
で
す
。 

 

ハ
モ
る
と
い
う
言
葉
を
知
り

ま
し
た
。
男
性
合
唱
で
ダ
ブ
ル

カ
ル
テ
ッ
ト
も
歌
い
ま
し
た
が

混
声
四
部
以
上
に
ハ
モ
り
レ
コ

ー
ド
を
聴
い
て
い
る
よ
う
で
し

た
。 

 

あ
れ
か
ら
45
年
経
ち
穴
生
学

舎
に
コ
ー
ラ
ス
の
サ
ー
ク
ル
が

あ
る
こ
と
を
知
り
入
会
し
カ
ラ

オ
ケ
が
少
し
で
も
上
達
す
れ
ば

と
励
ん
で
い
ま
す
。 
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